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３ 小規模漏えい事案への対応 

 漏えい事案を小規模に収めるためには、漏えいを早期に覚知するとともに迅速な通報

を行い、安全かつ的確な漏えい防止措置により、出火防止措置を徹底し、漏えい範囲を

局限化することが重要となる。 

3.1 早期覚知 

 漏えい事案を小規模に収めるためには、早期に漏えいを覚知することが重要である。

覚知手段としては、人による点検、パトロールのほか、機器、装置による検知がある。 

⑴ 点検、パトロールにおけるポイント

ア 通常とは異なる音、臭気、目視、触診等の五感を活用する。

イ 目視においては、地面への滴下痕や海面上の油膜の有無、配管及び設備の外面

変色などを確認する。 

ウ 漏えい物質の物性によっては、漏えいにより設備に霜が発生することや、大気

中にもやが発生することがある。 

エ 漏えい物質が強い腐食性を有する酸などの場合、漏えい箇所付近の金属が腐食

され、結晶等が析出することがある。 

オ 臭気を感じる際は、漏えいが発生している可能性が高いため、状況により化学

防護服等を着装し、風向きを考慮した広範囲の点検が必要である。 

カ 漏えい箇所の特定には、漏えい物質の物性に適合するガス検知器を使用するほ

か、漏えい物質の化学反応を利用した検知方法がある。 

【検知機器の例】 

１ ガス検知器 

可燃性ガスや有毒ガスを検知する。義務設置箇所以外にも、シミュレーション

結果から、人が滞在して作業する箇所や、危険度の高い場所への増設、風向風速

などにより効果的にガス検知器の配置を検討する手法などがある。 

２ 赤外線式ガス検知器 

光源部と受光部の組み合わせからなり、赤外光を用いた差分吸収分光法を用い

て、大気中の可燃性ガスを検知する。監視対象を線で検知することができ、ライ

ン上の効率的な監視が可能である。

３ ガス監視カメラ 

赤外線カメラを用い差分吸収分光法により、大気中の可燃性ガスの挙動を可視

化する。監視範囲を面で捉えることで、広範囲の監視に効果的である。 

3.2 早期通報 

 通報は、応急措置の端緒となる重要な措置であることから、小規模な漏えいであっ

ても、迅速に通報を行うことが重要となる。 
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3.3 被害軽減措置 

 漏えい発生時において、安全かつ迅速に漏えいを停止させることは、被害の拡大を

最小限に抑える上で重要な被害軽減措置となる。 

⑴ 装置の緊急停止

装置の緊急停止が可能な場合は、マニュアルに従った方法で、装置を緊急停止す

る。 

なお、緊急停止の実施にあたっては、実施に伴う二次的影響に十分留意する。 

⑵ 配管等の縁切り

漏えい箇所と同系統の配管、設備をバルブ閉鎖などにより縁切りし、漏えい物質

の供給及び拡大を防止する。 

⑶ オイルパンによる漏えい拡大防止

漏えい箇所の下部に設置することで、漏えいを局限化する。

オイルパンの材質は、漏えい物質の特性に応じたものとする。

漏えい物質が可燃性の場合、静電気による出火防止対策として、静電気を緩和す

るため、オイルパンを接地する。 

⑷ 応急用固定バンド等による応急補修

応急補修が可能な場合は、さらなる漏えいなどの二次災害防止のため、応急用固

定バンド等により、漏えい箇所を応急補修する。応急補修後は、正規の方法で速や

かに改修する。 

⑸ ガス吸引設備による回収

ガス吸引設備がある場合は、設備を起動させ拡散を防止する。

⑹ オイルフェンスの展張

海上又は河川への漏えい又は漏えいするおそれがある場合は、小規模であっても

オイルフェンスを展張し、拡散を防止する。

⑺ 施設外への漏えい

漏えいが施設外に及んだ場合は、状況に応じて、油水系の排水溝、雨水系の排水

溝又は全ての系の排水溝を閉鎖する。 

3.4 出火防止措置 

 漏えい発生時において、被害を軽減させるためには、漏えいした危険物等から出火

させない措置が重要である。 

⑴ 散水による拡散防止

漏えい物質が水により吸着、希釈できるガスの場合、大気への拡散防止のため、

散水設備の使用や水噴霧注水を行う。 

⑵ 窒素置換による引火防止

引火防止措置として、配管、設備等を窒素置換する。
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